
社
会
評
論
　
第
175
号

表
紙
デ
ザ
イ
ン
・
追
川
恵
子　

イ
ラ
ス
ト
・
金
山
政
紀

	

編
集
後
記   
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●
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
・
春
夏
秋
冬 

�

し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う
と
う

戦
争
に
捲
き
こ
ま
れ
る
臭
い
が
す
る
─
─
詩
人
の
収
容		



長
谷
川
龍
生

73

︿
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
﹀
 
●
ス
ー
パ
ー
台
風「HAIYAN

」被
災
者
の
た
め
に
―
―
フ
ィ
リ
ピ
ン

共
産
党（P

K
P

―1930

）か
ら
の
感
謝
と
支
援
要
請
／
●
フ
ィ
リ
ピ
ン
超
大
型
台
風
被
災
者
支
援
の
義
援
金
を

送
ろ
う
！
―
―
〈
活
動
家
集
団 

思
想
運
動
〉
／
●
ア
テ
ネ
で
ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
創
立
95
周
年
の
中
央
政
治
集

会
／
●
ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
創
立
95
周
年
記
念
行
事
へ
の
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
―
〈
活
動
家
集
団 

思
想
運
動
〉

︿
連
載
﹀

︿
東
日
本
大
震
災
・
壊
滅

地
区
復
興
委
員
だ
よ
り 

②
﹀	

金
野
正
晴	

107

︿
波
来
土
の
漫
画
館
﹀	

波
来
土	

72

︿
源
八
お
じ
さ
ん
と
タ
マ 

⑧
﹀	

中
村　

徹	

11

︿
イ
ラ
ス
ト
通
信
﹀	

広
浜
綾
子	

13

︿
原
発
事
故
被
災
者
の
声 

②
﹀	

國
分
富
夫	

123

排
外
・
憎
悪
主
義
を
乗
り
越
え
る
た
め
に	

	

鄭

洙

敦

元
・
朝
鮮
学
校
教
員

︿
文
庫
発
掘
﹀

朴
槿
恵
政
権
に
よ
る
統
合
進
歩
党
へ
の
弾
圧
を
許
さ
な
い	

	

宋

世

一

在
日
韓
国
民
主
統
一

連
合
副
議
長

156

高
嶋
伸
欣

琉
球
大
学
名
誉
教
授

日
本
の
再
軍
備
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
外
人
部
隊
と
し
て		



三
宮
克
己

元
・
府
中
市
議
会
議
員

政
治
的
関
心
の
低
下
で
手
詰
ま
り
状
況
の「
家
族
会
」

 

話
題
性
が
な
け
れ
ば
見
放
す
マ
ス
コ
ミ
の
本
性
を
問
う

︿
続
・
拉
致
問
題
で
歪
む
日
本
の
民
主
主
義 

�
﹀

『
相
双
の
叫
び
』（
原
発
被
害
者
相
双
の
会
・
支
え
る
会
編
）／『
ア
ベ
ノ
改
憲
の
真
実
─
─

平
和
と
人
権
、
暮
ら
し
を
襲
う
濁
流
』（
坂
本　

修
著
）／『
日
本
問
題
と
し
て
の
「
北
朝
鮮

問
題
」─
─
朝
鮮
国
家
に
対
す
る
「
日
本
言
説
」を
検
証
す
る
』（
高
井
弘
之
著
）

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ

172

︿
読
書
ノ
ー
ト
﹀

168

卞

宰

洙

『
横
田
三
郎
追
悼
文
集
─
己
に
厳
し
く 

弱
者
に
優
し
く
』

元
・
朝
鮮
大
学
校
教
員

横
田
三
郎 

著

砂
川
を
記

録
す
る
会 

編

170

井
上
敏
夫

『
写
真
集
・
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
闘
争
─
１
９
６
５
―

６
９
砂
川　

』

日
本
近
現
代
史
研
究

詩
人

20

元
・
印
刷
労
働
者

125

渥
美
　
博

透
谷
か
ら
啄
木
へ

 

近
代
へ
の
若
干
の
ア
プ
ロ
ー
チ

︿
読
者
の
た
よ
り
﹀

︿
発
言
台
﹀

ガ
ザ
は
一
五
年
前
よ
り
悪
く
な
っ
て
い
た	

	

上
條
陽
子

画
家

10

モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア
ル
・
ハ
ワ
ジ
リ

パ
レ
ス
チ
ナ
の
画
家

鈴
木
圭
子

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
裁
判
原
告
団

日
本
航
空
キ
ャ
ビ
ン
ク
ル
ー
ユ
ニ
オ
ン

12

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
連
続
事
故
に
ふ
れ
て　
　
　
　

安
全
運
航
は
労
働
組
合
が
あ
っ
て
こ
そ

︿
労
働
者
通
信 

 
労
働
・
生
活
・
闘
争
の
現
場
か
ら
﹀

土
田
宏
樹

Ｊ
Ｐ
労
組
新
東
京
支
部

15

チ
ル
ド
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
常
温
配
達
・
年
賀
自
爆
・
新
人
事
制
度

郵
便
局
だ
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
だ
！

藤
原
　

晃

神
奈
川
・
教
育
労
働
者

16

労
働
現
場
で
労
働
者
意
識
を
つ
く
る
こ
と

労
働
組
合
と
平
和
活
動

倉
田
智
恵
子

本
郷
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

女
性
労
働
研
究
会

18

そ
れ
は
社
会
へ
の
消
極
的
抵
抗
か

現
代
若
者
考

国
労
高
崎

地
方
本
部

50

︿
資
料
﹀

Ｊ
Ｒ
北
海
道
事
故
が
警
告
す
る
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
失
敗

82

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
綱
領（
全
文
）

 

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
第
一
九
回
大
会
で
採
択

〝
従
北
〟マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
攻
勢
と
ト
ロ
イ
の
木
馬

 

朴
槿
恵
政
権
の
維
新
独
裁
回
帰
と
労
働
者
階
級
の
課
題

韓
国
・
労
働
社
会

科
学
研
究
所
会
員

パ
ク
・
ポ
ム
メ
52166

李

英

哲

『
日
本
文
学
の
扉
を
ひ
ら
く  

第
一
の
扉
─
五
里
霧
中
を
ゆ
く

人
た
ち
の
物
語

』朝
鮮
大
学
校
教
員

立
野
正
裕 

著

沖
江
和
博

『
社
会
評
論
』東
京

西
部
読
者
会
幹
事

本
郷
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

女
性
労
働
研
究
会

180174

本
誌
一
七
四
号
の
李
東
埼
報
告
と
討
論
を
読
ん
で

朝
鮮
戦
争
は
別
の
手
段
に
よ
る
闘
争
の
継
続
で
あ
る

安
倍
政
権
の
女
性
政
策
批
判

「
女
性
が
輝
く
、女
性
の
活
用
」の
真
の
狙
い
は

『
青
き
ド
ナ
ウ
の
乱
痴
気
』（
良
知　

力
著
）

123

大

木

昭

三

編
集
者

︿
川
柳
／
笑
歌
﹀

唐
澤
武
臣

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
事
態
は

ど
う
し
て
起
き
た
の
か

国
労
高
崎
地
本
書
記
長

国
鉄「
分
割
・
民
営
化
」後
の
Ｊ
Ｒ
の
実
態

報
告
と
討
論

︿
研
究
ノ
ー
ト
﹀

明
治
大
学
教
員

英
米
文
学

108

立
野
正
裕

ト
ル
コ
へ
の
旅

 

ヒ
ク
メ
ッ
ト
の
詩
と
パ
ル
チ
ザ
ン
の
少
女

︿
紀
行
﹀

︿
韓
国
の
論
調
﹀

190

『The B
irth O

f A
 N
ew
 A
rab W

orld

』

︿
表
紙
の
絵
に
つ
い
て
﹀

東
京
西
部
／
千
葉
／
福
岡

︿
読
者
会
か
ら
﹀

こ
れ
が
自
由
と
言
う
も
の
か
、
他

154

笑

い

茸

村
上
理
恵
子

︿
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
独
り
言
﹀
　	

追
川
恵
子 	

192


